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尋
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學
校
べに文須
し感部ら
：M大く
す臣森
右
表
に
就
い
て
老
へ
る
と
、
勅
令
公
布
の
年
に
於
け
る
全
國
中
學
校
五
十
六
校
一
萬
一
一
百
九
十
人
の
中
、
九
州
沖
繩
八
縣
の
そ
れ
は
、
七
校
一
一
千
一
一
百
八
人
、
卒
業
生
の
数
五
百
十
七
人
中
、
百
六
十
六
人
を
算
し
な
が
ら
、
本
校
創
立
印
下
に
於
け
る
入
學
試
駿
に
際
し
て
、
本
科
は
勿
論
の
こ
と
Ｐ
豫
科
一
。
｜
一
級
生
の
募
集
も
差
控
へ
た
は
、
以
て
當
時
の
第
五
地
方
の
教
育
程
度
が
察
せ
ら
れ
る
第
二
節
學
制
の
改
革
と
森
文
部
大
臣
の
經
綸
（
附
森
子
爵
遙
祭
式
竝
に
森
子
の
寄
附
金
）
本
邦
教
育
制
度
史
に
於
け
る
一
大
謹
期
的
の
事
象
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
明
治
十
九
年
の
改
革
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
學
凹
革
な
る
も
の
は
、
職
と
し
て
文
部
大
臣
森
有
禮
一
十
の
經
論
仁
發
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
高
等
學
校
の
存
在
す
る
限
り
に
於
て
、
と
共
に
、
後
述
の
相
談
會
を
開
催
し
た
理
由
が
首
肯
せ
ら
れ
る
。
局
が
微
け
ら
れ
た
時
、
畢
校
判
事
仁
り
し
子
は
、
樅
判
事
加
藤
弘
之
氏
等
と
、
取
調
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
明
治
一
一
一
年
一
一
月
に
偉
大
學
規
則
や
中
小
學
規
則
か
制
定
せ
ら
れ
た
く
ら
ゐ
で
あ
る
。
然
る
に
明
治
十
五
年
、
駐
英
公
使
た
り
し
頃
、
憲
法
制
度
取
二
九
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掌
九
州
に
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る
最
高
學
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隼
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高
等
中
學
校
の
創
立
合沖 鹿
兒
島
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峰
云
ふ
ま
で
も
な
く
明
治
十
九
年
の
改
革
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
學
制
の
改
臣
森
有
禮
一
十
の
經
論
仁
發
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
高
等
學
校
の
存
在
す
る
限
り
に
於
て
森
子
ｌ
Ｉ
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一
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計
ン
亡
よ
、
茗
二
恩
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酎
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
一
○
二
二
町
二
○
八
‾
四
○
六
一
七
九
八
九
八
九
九
に
對
し
て
は
、
常
に
思
慕
と
感
謝
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
前
年
の
十
二
月
一
一
十
二
日
、
大
政
官
麿
止
と
共
に
、
新
に
内
閣
及
び
森
各
省
か
設
置
せ
ら
れ
第
一
次
伊
藤
内
閣
の
出
現
と
共
に
、
第
一
代
文
の
文
部
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
仁
の
が
森
有
禮
子
で
あ
る
。
森
有
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と
靜
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は
、
人
☆
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必
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麿
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男
女
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の
提
唱
、
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業
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ど
、
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て
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新
的
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あ
っ
た
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學の常
科課中
程學
教育制度
改革内容
螺》》罐明治十九年の敬育状況 鱗散繩の
第一章九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
一一一○
調の爲に渡戯せる伊藤博文を巴里の族宿に訪ねて。國家經論に對して教育の普及護達の緊要なることを力説して
肝臓相照し、更めて欧米の教育制度調杢を嘱せられ、歸朝後明治十七年五月、文部省御用掛を兼勤（當時参事院
議官）するに及んで、直接教育行政に千奥するに至りｐ同年六月、大學豫備門の學科課程の改定、東京外國語學
校附鴎高等商業學校規則の制定、同七月の豫備門本餐分髪の名稀麿止、同士一月、司法省法學校正則科の文部省
移管並に東京法學校と改稀、翌十八年七月、大阪中學校の組織改定並に大學分校と改稗、同八月の教育令の改
正、豫備門の軍立、東京女子師範學校を東京師範學校への合併、同九月の東京法學校を東京大學法學部への合併
等に力を致したのであるが、森子の教育論は、教育の爲の教育に非かして、常に國家本位であったことに、他人
の到底追随を許さざる特異性があるのである。殊に、彼の小學令の如き、精魂を傾けて自ら起案せるものを閣議
に提出し、然る後に勅裁を仰いだものであって其の人と爲ｂの一面を察するに餘ｂあるであらう。
元來、教育制度の改革が、時機の到来と、内閣の椛威と、及び文相の信望とに相俟つべきものであることは云
ふまでもない。而して十九年の改革を見るに、一一一月一日⑪勅令第一一一號を以て、帝國大學令十一一一催を奏請公布し
て、東京大學を東京帝國大學と改め、第一催に、「帝國大學ハ國家ノ須要一一應スル學術技藝ヲ教授シ及其遡奥ヲ
，
、
、
攻究スルヲ以テ目的トス」と定めたのを手始めとして、一一一月九日には、學事上の便宜よりして、全國を五地方に
，
Ｕ
Ｄ
、
大別したのであるが、本章に關係ある第五地方に就いて申せば、長崎・一膿岡・大分・佐賀・熊本・宮崎・鹿兒島
の七縣がそれである。同年四月九日には、勅令第士一一號を以て、師範學校令を公布して、東京師範學校を高等師
範學校と改め、同月同日、同第十四號を以て、小學令を發布して尋常科・高等科各々四年と爲し、四月十日に
、
、
、
、
、
、
ｂ
Ｕ
ひ
はげ勅令第十五號を以て中學校令九條を公布して、以て府縣立各一校を限ｈソて其の濫設を防ぎ。且、東京大學豫
ひ
、
、
Ｐ
備門を第一高等中學校、大學分校を第一一一高等中學とし、四月一一一十ｐＨには、高等學校官制を定めて、東京以下五校
を設立し、五月十日には、文部省令第七號を以て、教科用圖害検定條令を定め、六月一一十一一日には、省令第十四
℃
Ｄ
Ｕ
、
，
、
、
．
、
Ｕ
、
⑪
、
、
■
銃を以て、尋常中學校の學科及び程度を、七月一ｎ口には、省令第十一ハ號を以てザ高等中學校の學科及び其程度を
℃
、
、
▽
、
、
、
定めっ（》と云ふやうに、恂に箭繼早の感があったのである。
今、尋常中學校の課程と學科とを學ぐれば、修業年限を五年とし、年齢十一一年以上にして相鴬の畢力を備へた
るものと爲し、之に授くるに、倫理・國語・漢文・第一外國語・第一一外國語。農業・地理・歴史・數學。博物。
物理・化學・習字・圖豊・唱歌及び鵠操を以てし、第一一外國語と農業とは、何れか其の一を鉄くことを得るもの
と蔦し、高等中學校の學科及其程度は、國語・漢文・第一外國語（通常英語）・第一一外國語（通常燭語芳くは佛語）
、
、
、
、
、
、
、
ｐ
、
Ｕ
、
Ｄ
・羅旬三ｍ・地理・歴史・數學・動物。植物・地質・鑛物・物理・化學・天文。理財學。法學通論。哲學・闘豊。
■
、
Ｐ
ｂ
、
⑰
わ
り
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
▽
力學・測量及鵠操を授け、其の修業年限を一一箇年とし（第一一條）、一一級を設け毎級の授業期限を一年とし、一年内
に於て凡そ四十週の授業を爲すべく（第一一一催）、學科は、一部・一一部・一一一部に分ち、各生徒をして其一を修めし
むくく（第四催）、入學を許すべき生徒は、品行端正、身鵠健康、年齢十七以上にして、尋常中學校を卒業したる
、
ｐ
Ｕ
、
⑪
ｂ
、
Ｕ
Ｕ
ｂ
、
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
、
、
Ｄ
Ｕ
、
者．若くは之に均しき學力を有する者たるべく（等六催）、又若し高等中學校に豫科を置く場〈ロは、革常中學校第
一一一年級以上の學科及其程度に擦るべきものとされてゐるのである（第七催）。而して文部省第十四年報明治十九年
℃
、
、
Ｄ
Ｕ
、
や
Ｄ
Ｕ
■
、
、
、
、
、
、
⑪
Ｕ
ｐ
分の全國教育総論に從へば、
第一章九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
一一一一
の臣森
主の文
眼敦部
育大
森文部大
拒勤鯛辮
育
に
闇
す
る抱負
而して軍に高等中學校のみならず、教育の主眼を、威重・信望・従順の一一一氣質に置くことが、勅令中に明記せ
られてあることも、注意すべきことの一つであり、教養の方法として、兵式艘操を利用して、教員の素質改善を
計ると共に、軍隊式寄宿舎制度を用ひで師範學校の生徒の訓育に富ｂ、以て教員の改良に力を致すと共に、各
學校に於ても、兵式鵠操を奨勵して、軍隊的美質（上記の一一一氣質及び規律等）の酒養に資するなど、所謂國家百
年の大計を樹立したことは、眞に不朽の盛事と欝すべきものであると信ずる。故に若し森子にして、一一十二年一一
月十一日、憲法發布の日に兇刃に篭ろ．ことなく、尚数年の間、満腹の經縮を賞現することが出來尤ならば、一
層の美果を牧めたに相違あるまい。
第一章九州嵯於ける最高學府第五高等中學校の創立
一一一一一一
業
べ
家
屋
ヲ
建
ツ
ル
ガ
加
老
以ナリ。（句讃竝一一圏鮎ハ筆者ｆ
一読直に、建學の目標が率直函
人格風半に接するの感がある。
ともある。以て其の意圖する所竝に中等學校教育の状態を推測することが出来るのである。
然らば則ち、森文部大臣の高等中學校の教育に開する抱負は如何であったかと云ふに、明治一一十一年三月十日
出版日下部三之介著放螂森子爵之教育意見なるものに、「第四高等中學校開校式一一於ケル森文部大臣ノ演説」と題
する一篇を揚げてゐる。その一部を記せば、
（前略）抑高等中學校ハ全國五箇所一一設置セリ。之ヲ設置シクル理由ヲ概言セパ國家必要一一由ルモノト云フベキ
ノミ。巳一一國家ノ必要ト認〆、且シ時機到ルヲ以テ、政府ハ之ヲ決行セリ。唯國家必要ノ鮎ハ、時勢一一由リテ
鍵動スルモノ多シ・今日一一於テ高等中學校ヲ國家一一於テ必要トスル理由ヲ知ラントセパ、日本現時ノ國勢ヲ世
界萬國ノ國勢一一比較シテ、如何ナル地位一一立ツカヲ恩ハマ自ラ瞭焉タルペシ。蓋シ昔日鎖國ノ時代一一於テハ、
國勢ヲ保持スルーー別段ノ方法ヲ要セザリシモ▽已二開國シ、萬國ノ交際一一列シテ、我國潤立ノ名寳ヲ全フシ、
其面目ヲ保クントセハ、急務同ヨリ多端ナリ。而最モ肝要ナルハ、國家全艦ノ重要ナル部分ヲ占ムルモノ、帥
蓋シ勅令ノ主旨ゲル學校経濟ヲ計り務メテ公費ヲ節約シ民カノ程度ト相穏均セシムルーー在ルヲ以テ大二畢校ノ
鵠制ヲ改革シ綱紀ヲ更張セサルヲ得ス
と記されてゐるが、同じく中學校の項には、
府縣中學校ノ設置ハ従来多キー一過キクルヲ以テ校舎器械ノ準備ヨリ教員ノ資格管理ノ方法等概ネ完備セス随ヒ
テ卒業ノ生徒ハ進ミテ高等ノ學校一一入ル龍ハス遇キテ自ラ事業ヲ執ル能ハサルノ状アルコト前年報二詳述スル
、
、
、
■
じ
じ
Ｕ
Ｕ
■
、
、
、
Ｄ
Ｕ
▽
▽
Ｕ
Ｔ
Ｕ
■
Ｄ
Ｐ
Ｕ
ｂ
Ｕ
、
Ｕ
Ｕ
Ｄ
ｂ
ｐ
Ｕ
チ杜會上流一一立ツペキ人物正確二學術精練ノ士ヲ多ク養成スルコト是ナリ。蓋シ此等ノ人物ハ我國二之ナシト
云フニハ非ズ。然しドモ文明ノ進歩シ』ゲル各國ヲ對手トシテ比較セバ、日本ハ未ダ其數少ナクシテ、唯残念ナ
マ、
リト云フノ外ナシ。（中略）我國ハ比類ナキ有難キ國柄ナリ。生ヲ此國二真クル者ハ、實二幸榮ナリ。然ルー現
時ノ國勢ハト云へ（、前言ノ加ク慨嘆スベキ者多シ・是天皇陛下ノ常一一叡慮ヲ慨マセラレ、又憂國ノ士民身
ヲ殺シテ借ムナク、銀難辛苦スル所ナリ。然ルー今日迄ノ事業ハ、恰カモ荊練ヲ開キ、基礎ヲ定〆、今後ノ事
業ハ、家屋ヲ建ツルガ加シ。今後ノ事業ハ實二容易ナラズ。是人物正確學術深遼ノ士ヲ養成スルノ急務ナル所
以ナリ。（句讃竝一一圏鮎ハ筆者．／施ス所）
讃直に、建學の目標が率直明快に陳べてあるのであるが、美僻麗句を用ひすして、簡明直裁なる所に、森子の
所ノ如シ 第一草九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
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臣の寄附
會け長
る崎
弔に
祭於
森文部大
臣の蕊去
と
本
校式蝶
遙に
祭於
次生徒一同拝禮第五高等中學校生木崎虎大祭詞ヲ捧讃ス
絡一７榊官榊鱗ヲ撤ス此間奏梁
是二於テー同紳酒ヲ酌ミー暗涙数行ノ中各退場セリ時既一一一一一時ヲ過ク
簡にして要を得たものであるが、野村校長の祭文を褐ぐれば、
護テ故森文部大臣ノ露ヲ祭ル尊位ハ風一一
天皇陛下ノ信任ヲ得テ國家將來ノ事一一關シ一身ヲ委セラレクル人クルハ信ジテ疑ハザル所ナリ然ル一一一朝暴行者
ノ爲二絶一一遠逝セラレタルハ眞一一浩歎二種へザルナリ今日葬儀ノ事アルヲ博へ聞ク悲痛ノ情措ク龍ハズ同感ノ
諸君ト共一一絃一一祭場ヲ設ヶ遙二尊位ノ露ヲ祭ル尚クハ饗ケラレョ
明治一一十一一年一一月十六日
野
村
彦
四
郎
而して瞥學部に於ても、吉田主事發起人となり、本部職員・長崎縣學務課員・同縣立學校職員・同縣教育會員
と相謀り、同日午後一時より、中ノ島鵠操場に於て弔祭會を催し、諏訪榊祗祠官中島廣行齋主となり、紳官十一
名を從へて執行し、中小學生徒幼稚生の数五千除名、午後四時を以て退場するの盛儀であった。且、この日東京
市の各學校は勿論、本校に於ても臨時休業を爲して敬弔の意を表したのは、文部大臣の莞去に對しては、恐らく
姑にして経ではあるまいか。野村校長が、その後半歳にして本校を去るに至った事情は、森子の濫逝が、有力な
る理由の一つであったのではあるまいか。
尚、本校のみに限ったことではないが、森子より五高等中學校に對して、寄附の申出があったことは、森子が
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切レヲ巻キ喪ヲ表スペシ」
麓の陸軍墓地に於て、盛★
セル森大臣ノ招魂祭概況」
故文部大臣森有禮蕊キー一
天皇陛下ノ信任ヲ以テ國家教育ノ任一一富リ
智術偏重ノ弊ヲ矯〆道義鵠育ノ要ヲ説キ蕾來ソ弊風ヲ改〆着々歩ヲ進メシム國家衆庶景仰シテ以テ木鐸トス何
ソ圖ラン一朝遼力一一濫逝セラル感慨悲嘆豈一一言一一忽ンャ越二一一月十六日遙力一一葬遥ノ儀アルヲ閲キ鎭臺縣鴎各
學校等有志者相謀り龍田山陸軍葬地一一於テ其遙祭式ヲ墨ヶ行う此日西風吹キ起り土砂面ヲ僕チ行歩一一便ナラス
マ口
而シテ會者尚一一百有餘人午後一時祭司桔梗茶（北岡榊肚吉經充貴力）及榊官數名祭場ノ假殿二着シ武官一同假
殿ノ左側一一列シ文官教員等共右側一一列シ各學校生徒共正面二整列ス是一一於テ榊官祭儀ヲ其スルヲ告ケ榊鱗ヲ供
終テ文武官一同順次拝禮第五高等中騒校長野村彦四郎氏祭文ヲ捧讃ス次濟を鶴幹事内藤儀十郎氏祭文ヲ捧讃ス
次紳樂ヲ秦ス
次祭司弔詞ヲ捧讃ス
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三
四
而して本校初代の校長野村彦四郎氏は、森子の知遇を豪ること厚く⑮従って森子の不慮の厄難を聞くや、鰭樗
歎措く龍はす、一一月十四日、校長の名を以て、「子爵森文部大臣莞去一一付本日ヨリ向一一一日間職員一同左腕一一黒キ
レヲ巻キ喪ヲ表スペシ」と命じ、文武朝野の各方面を態通して、同月十六日、森子葬儀の日を卜して、龍田山
の陸軍墓地に於て、盛大なる遙祭式を暴行したのである。その概況を述ぶるに徴り、「熊本陸軍墓地一一於テ執行
ル森大臣ノ招魂祭概況」を記せば、
ス
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中學校令
以て森子の遠大なる意圖が察せられるのであるが、本校に於ても、創立賞時毎年多数の退學者を出して居り、
その願書の殆ど總てが學費不足をその理由と爲し、大正時代までに、右の補助を受けた者も相當あり、現在一一百
數十園の残金もあるが、之と好一對を爲すものは、補遺に於て略記すべき野村校長の寄附であらう。
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一一一一ハ
高等中學校の教育なるものに、如何に關心を有してゐたか罫知られよう。
今般子爵森有禮ヨリ金一一一千圓ヲ五ケ年賦一一高等中學校へ寄附シ別記之方法一一由り虚理相成度旨願出之末蕊届相
成候條此段及御通牒候也
備
考
二
第一條
第二催
第三催
第
四
條
備考第五催高等中學校ノ経費ハ國庫ヨリ之ヲ支辨シヌハ國庫卜該學校設置医城内一一在ル府縣ノ地方税一一依り之ヲ
支辨スルコトアルヘシ但此場合一一於テハ其管理及經費分婚ハ別一一之ヲ定ムヘシ
明治二十年五月十一日内訓
高等中學校ハ青年子弟ヲ教育スルノ所ナルヲ以テ教員ノ推薦上自今一層注意ヲ加へ主トシテ其人物威アリテ重
ク正直一一シテ教養方一一親切ナル者ヲ取ルベシ
度事 明治二十年七月廿八日
文
部
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第五高等中學校長野村彦四郎殿
別
記
子爵森有禮ハ金一一一千圓ヲ五ケ年賦ニテ五ケノ高等中學校二寄附スヘキ一一依り文部省ハ左ノ方法一一依り虚理相成
ﾉレ 「子爵森有禮ハ毎年十一一月迄二金六百圓ヲ文部省會計局へ紺ムヘキ事
二文部省ハ之ヲ五箇ノ高等中學校二平分シ毎校へ金百武袷圓ヲ交付スヘキ事
一一一、各高等中學校長ハ前項ノ全員ヲ以テ人ト爲リ優等一一シテ其才能俊秀ナルモ貧困一一シテ授業料ヲ紬ムル能
ハサル生徒ノ爲〆一一其授業料ノ全額或ハ幾分ヲ補助スヘキ事
但各高等中學校長ハ其部内府縣ノ生徒一一アラサレハ授業料ヲ補助ス可ラス
補助ヲ受ケシ生徒他日官私ノ職二就キ報酬又ハ其他ノ歳入毎年五百圓以上一一上ポルトキハ寄附者ノ志ヲ績キ
毎年少クモ歳入ノ五十分一ヲ其嘗テ修學シクル中學校へ寄附スヘキ旨兼テ誓約スルヲ要ス
但寄附シクル金額補助ヲ受ケクル金額ノ十倍一一蓮スルトキハ寄附ヲ断績スルコト随意タルヘシ
第一章九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
中
學
校
令
中學校ハ實業二就カント欲シ又ハ高等ノ學校一一入ラント欲スルモノーー須要ナル教育ヲ爲ス所トス
中學校ヲ分チテ高等尋常ノー等ト｜ス高等中學校ハ文部大臣ノ管理一一鴎ス
高等中學校ハ法科警科工科文科理科農業商業等ノ分科ヲ設クルコトヲ得
高等中學校ハ全図卿端臓川繩ヲ五厘二分薑シ毎厘一一一箇所ヲ設置ス其厘域ハ文部大臣ノ定ムル所一一依
七
第七條中學校ノ學科及其程度ハ文部大臣ノ定ムル所一一依ル
第八條中學校ノ教科書ハ文部大臣ノ検定シタルモノ一一限ルヘシ
第九條尋常中學校ハ厘町村費ヲ以テ設置スルコトヲ得ス
高等中學校ノ學科及其程度
第四條高等中學校ノ學科ハー部、一一部、三部二分チ各生徒ヲシテ其一ヲ修メシム
（一部・一一部・三部一一分チ、法學通論ヲ加ヘタノハ、明治一一十一年七月ノコトデァル。筆者追記）
第一京九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
三八
第六條尋常中學校ハ各府縣一一於テ便宜之ヲ設置スルコトヲ得但其地方税ノ支辨又ハ補助一一係ルモノハ各府縣
一部一一於テハ第一一外國語、羅旬語ノ｜科若クハーー科ヲ舷キー一部第一一年一一於テハ第一一外國語、羅甸語、哲畢ノ
ー一一科ヲ峡キ若クハ圖豊、測量ノー一科ヲ駅キ若クハ圖豊ノ時數ヲ減シテ羅甸語、測量ノー一科ヲ欲クコトヲ得（一一
十一年七月省令第六號ヲ以テ本條改正）
一箇所一一限ルヘシ
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上述の通り、高等中學校は、明治十九年四月十日の勅令を以て出現し、第一及び第三の高等中學は既存のもの
を改め、第一一・第四及び第五医には新設すること学なった。然るに第一一厘に於ける仙臺は、本來同地方文化の中
心を爲して居った關係上、殆ど決定的のものであるが、残る第四・第五の雨厘に於て、何虚に高等中學校を設置
すべきであるかは、大いに考慮を要する所であり、中に就いて、・九州地方が最も困難を感じたものらしい。是に
於てか森子は、十九年十一一月一一十五日より、九州諸縣及京都府學事覗察の爲に出張し、翌年十月十九日には、石
川縣地方學事巡覗として出張を爲し、到る虚の地方長官、地方有力者、竝に學校當路者と面接して、改革の主旨
や抱懐せる意圖を明かにすると共に、地方の事情なり希望なりに注意深く耳を傾けたのであるが、石川縣の如き
は、縣下有志者相謀り、同月一一十五日金澤来着の森子を金澤勧業博物館に招待し、記念のため、「エンサィクロ。ヘ
ヂャ・プリクニカ」一部を第四高等中學校に寄附したくらゐである。（明治一一十年十一月一一十六日官報）
長崎は支那にも近く、又西舶の往来も繋ぐ、從って常に九州に於ける文明の先駆を爲し、幕府直轄の明倫堂
が、最も早く此地に設けられ、大村の五教館之に次ぎ、熊本の時習館は第一一一位であった。且叉、明治五年の學制
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第一厘東京府、榊奈川縣、埼玉縣、千葉縣、茨城縣、群馬縣、栃木縣、愛知縣。靜岡縣、山梨縣、長野縣
第一一厘宮城縣、幅島縣、岩手縣、青森縣、山形縣、秋田縣
第一一一厘京都府、大阪府、兵庫縣、奈良縣、（一一十年文部省告示第十一一読ヲ以テ本厘中兵庫縣ノ下へ「奈良縣」
ノ一一一字ヲ追加ス）三重縣、滋賀縣、岐阜縣、鳥取縣、島根縣、岡山縣、贋島縣、山口縣、和歌山縣、穂島
縣、香川縣、（二十一年文部省告示第十一號ヲ以テ本匠中穂島縣ノ下へ「香川縣」ノ一一一字ヲ追加ス）愛媛縣
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四
○
第五催高等中學校ノ各學科ノ程度左ノ如シ（二十一年七月省令第六號ヲ以テ本條改正）
國語及漢文（漢字交リ文及漢文ノ講讃、作文）、第一外國語（講讃、會話、作文・翻諜）、第一一外國語（前項一一
同シ）、羅旬語（文法、講讃）、地理（政治地理）、歴史（希臘、羅馬、燭、佛、英、米ノ歴史）、數學（平面解析
幾何、立鵠解析幾何ノ初歩、方程式論大意Ｄ微分⑪積分）、動物及植物（欝科動植物學及人鵠解剖學）、地質
及鑛物（大意）、物理（理論及實鹸）、化學（無機化學、有機化學、理論．實駿及分析）、天文（初歩）、理財學
（大意）、法學通論（大意）、哲學（心理及論理）、圖薔（書法幾何及用器書法）、力學（運動學及分子固鵠液龍ノ
カ學）、測量（理論及實地演習）、艦操（兵式鵠操）
●文部省告示第三號（明治十九年十一月一一一十日）
勅令第十五號中學校令第四條一一基キ高等中學校ノ設置厘域ヲ定ムルコト左ノ如シ
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第江厘長崎縣、幅岡縣勺大分縣、佐賀縣、熊本縣、宮崎縣、鹿兒島縣
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